
鳥類調査報告島色丹

幸則木青

あ お き ・の りゆ き

昭和40年 島根 県大社町生 まれ。

根室市在住。
日本鳥 類標識 協会会員、環境

省 タンチ ョウ保護増殖委員会
ワーキ ンググループ委員、環

境省 シマ フクロウ保護監視員。

本
文
の
ね
ら
い

・
要
旨

色
丹
島
は
北
方
四
島
で
エ
ト

ロ
フ
島
、
国
後
島

に

次
ぐ
三
番
目
に
大
き
な
島
で
、
北
岸

の
穴
間
、
斜
古

丹
の
ニ
ヵ
所
に
集
落
が
あ
る
人
口
約
三
〇
〇
〇
人
の

島
で
あ
る
。
島
全
体
が
丘
陵
地

に
な

っ
て
お
り
、
島

北
東
部
に
あ
る
斜
古
丹
山
が
標
高
四

=
二
m
で
最
高

峰
に
な
る
。
こ
の
色
丹
島
に
お
い
て
二
〇
〇

一
年
六

月
二
六
日
か
ら
七
月
三
日
に
か
け
て
北
海
道
新
聞
社
、

北
海
道
放
送
の
主
催
に
よ
り
色
丹
島

・
植
物
と
鳥
類

専
門
家
交
流
が
行
わ
れ
、
そ
の
鳥
類
班

の

一
員
と
し

て
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で
こ
の
場
を
借
り

て
報
告
を
行
う
。

調
査
方
法

調
査
は
植
物
班
、
鳥
類
班
の
二
班

に
分
か
れ
行

っ
た
。

植
物
班
は
陸
路
を
用
い
て
植
物
相
の
調
査
を
主
に
行
い
、

我
々
鳥
類
班
は
、
色
丹
島
穴
間
よ
り
船

(
コ
ー
ラ
ル
ピ
ー

ス
)
で
色
丹
島
東
岸
か
ら
南
岸
を
回
り
、
鳥
の
生
息
状
況

を
調
べ
た
。
海
鳥

コ
ロ
ニ
ー
で
は
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
よ
り
海

上
カ
ウ
ン
ト
を
行

っ
た
ほ
か
、
上
陸
可
能
だ

っ
た
地
点

(
ウ
ミ
ス
ズ
メ
島
、
ト
イ
ロ
東
島

(仮
称
)、
イ
ネ
モ
シ
リ

湾
鴨
島
、
松
が
浜
湾
鴨
島
)
で
は
、
上
陸
し
て
海
鳥
コ
ロ

ニ
ー
の
状
況
を
調
べ
た
。
船
で
移
動
中
も
可
能
な
限
り
船

上
よ
り
チ
シ
マ
ウ
ガ
ラ
ス
、
ウ
ミ
ガ
ラ
ス
、
ウ
ミ
ス
ズ
メ
、

ケ
イ

マ
フ
リ
、
ウ
ト
ウ
、

エ
ト
ピ
リ
カ
に
関
し
て
は
個
体

数
カ
ウ
ン
ト
を
行

っ
た
。
ま
た
穴
間
周
辺
を
含
め
、
上
陸

し
た
地
点
で
は
陸
鳥
を
含
め
た
鳥
類
の
生
息
状
況
を
調
べ

た
。

こ
の
調
査
に
は
今
回
の
調
査
団
の
団
長
で
も
あ
る
高

田
勝
氏
、
ク
リ
リ
ス
キ
ー
自
然
保
護
区
長
の
グ
リ
ゴ
リ
エ

フ
氏
、
私
の
三
人
が
あ
た

っ
た
。

バ 報.

、
穴間

トイロ
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調
査
結
果

〈海
鳥
類
〉

今
回
は

エ
イ
タ
ン
ノ
ッ
ト
崎
、
ト
イ

ロ
周
辺
、
イ
ネ
モ

シ
リ
湾
、
松
が
浜
湾
、
ノ
ト
ロ
湾
で
調
査
を
行

っ
た
。
色

丹
島

で
最
も
多
く
繁
殖
す
る
と
思
わ
れ
る
海
鳥
類
は
ウ
ト

ウ
で
あ
り
、
今
回
の
調
査
範
囲
の
み
で

一
〇
〇
〇
〇
羽
以

上
が
生
息
す
る
こ
と
が
巣
穴
の
数
よ
り
推
定
さ
れ
た
。
そ

の
大
部
分
は
松
が
浜
湾
の
鴨
島
に
生
息
し
て
い
た
。
次
に

多
い
の
が
エ
ト
ピ
リ
カ
で
総
カ
ウ
ン
ト
個
体
数
が
約
四
六

〇
羽

で
あ

っ
た
。
し
か
し
こ
の
時
期
が

エ
ト
ピ
リ
カ
の
抱

卵
期

に
あ
た
る
こ
と
、
沖
で
餌
を
と

っ
て
い
る
個
体
が
い

る
こ
と
か
ら
総
個
体
数
は

一
〇
〇
〇
1
二
〇
〇
〇
羽
が
調

査
繁
殖
地

で
生
息
す
る
と
推
定
さ
れ
た
。
三
番
目
に
多
い

の
は
ケ
イ
マ
フ
リ
で
あ
り
総
カ
ウ
ン
ト
数
は
約
二
八
○
羽

で
あ
る
が
沿
岸
性
が
強
い
た
め
船
上
か
ら
の
カ
ウ
ン
ト
だ

け
で
は
、
個
体
数
を
推
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
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色 丹 島 出 現 鳥 類 リ ス ト

ミ ズ ナ ギ ド リ科

フ ル マ カ モ メ

ハ シ ボ ソ ミズ ナ ギ ド リ

ウ ミ ツ バ メ 科

コ シ ジ ロ ウ ミ ッ バ メ

ウ

シ

科

ウ ミ ウ

ヒ メ ウ

チ シ マ ウ ガ ラ ス

ギ 科

オ オ ジ シ ギ

ヤ マ シ ギ

ガ ン カ モ 科

ス ズ ガ モ

シ ノ リ ガ モ

ワ シ タ カ 科

ト ビ

オ ジ ロ ワ シ

ノ ス リ

カ モ メ 科

ウ ミ ネ コ

オ オ セ グ ロ カ モ メ

ウ ミ ス ズ メ 科

ウ ミガ ラ ス

ケ イ マ フ リ

ウ ミス ズ メ

ウ ト ウ

エ ト ピ リカ

ハ ト 科

キ ジバ ト

ホ ト トギ ス 科

カ ッ コ ウ

ツ ツ ド リ

ア マ ツ バ メ 科

ア マ ツ バ メ

キ ツ ツ キ 科

ア カ ゲ ラ

コ ゲ ラ

ヒ バ リ 科

ヒバ リ

ツ バ メ 科

シ ョ ウ ドウ ツ バ メ

イ ワ ツ バ メ

セ キ レ イ 科

バ ク セ キ レ イ

ビ ン ズ イ

ミ ソ サ ザ イ 科

ミ ソ サ ザ イ

ヒ タ キ 科

コ マ ド リ

ノ コ マ

ル リ ビ タ キ

ノ ビ タ キ

ァ カ ハ ラ

ウ グ イ ス

エ ゾ セ ン ニ ュ ウ

シ マ セ ン ニ ュ ウ

マ キ ノ セ ン ニ ュ ウ

メ ボ ソ ム シ ク イ

シ ジ ュ ウ カ ラ 科

コ ガ ラ

ヒ ガ ラ

シ ジ ュ ウ カ ラ

ゴ ジ ュ ウ カ ラ 科

ゴ ジ ュ ウ カ ラ

ホ オ ジ ロ 科

ア オ ジ

オ オ ジ ュ リ ン

ア ト リ 科

カ ワ ラ ヒ ワ

マ ヒ ワ

ウ ソ

ハ タ オ リ ド リ科

ス ズ メ

カ ラ ス 科

ハ シ ボ ソ ガ ラ ス

ハ シ ブ トガ ラ ス

計54種



る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
総
個
体
数
は
、

エ
ト
ピ
リ
カ
を
上

回
る
可
能
性
も
あ
る
。

コ
シ
ジ

ロ
ウ
ミ
ツ
バ
メ
は
ウ
ミ
ス

ズ
メ
島

に
お
い
て
営
巣
を
確
認
で
き
た
も
の
の
典
型
的
な

コ
シ
ジ
ロ
ウ
ミ
ツ
バ
メ
の
巣
穴
は
発
見
で
き
ず
厚
岸
町
の

大
黒
島

の
よ
う
な
大
規
模
な

コ
ロ
ニ
ー
は
存
在
し
な
い
と

思
わ
れ
る
。
今
回
北
方
四
島
で
、
戦
後
初
の
繁
殖
が
確
認

さ
れ
た
ウ
ミ
ス
ズ
メ
は
そ
れ
と
思
わ
れ
る
巣
穴
は
ウ
ミ
ス

ズ
メ
島

で
し
か
見
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
が
、
巣
穴

の

数
か
ら
考
え
て
こ
の
島
だ
け
で
二
〇
⊥

二
〇
番
が
繁
殖
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
北
海
道
東
部
で
個
体
数
の
多

い

オ
オ
セ
グ

ロ
カ
モ
メ
は
、

エ
イ
タ
ン
ノ

ッ
ト
崎
以
外
で
は

大
き
な
群
を
見
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
繁
殖
が
期
待
さ
れ

た
ウ
ミ
ガ
ラ
ス
は
今
回
海
上
で
二
羽
が
確
認

さ
れ
た
の
み

で
あ

っ
た
。
チ
シ
マ
ウ
ガ
ラ
ス
は
ト
イ
ロ
と

エ
イ
タ
ン
ノ
ッ

ト
崎
に
小
規
模
な
コ
ロ
ニ
ー
が
見
ら
れ
た
だ
け
で
あ

っ
た
。

ま
た
北
海
道
東
部

で
多
く
繁
殖
す
る
ウ
ミ
ウ
は
、

エ
イ
タ

ン
ノ

ッ
ト
崎
、
ト
イ
ロ
、
松
が
浜
湾
鴨
島
、

イ
ネ
モ
シ
リ

湾
で
そ
れ
ぞ
れ
十
巣
が
確
認
さ
れ
た
の
み
で
あ

っ
た
。

今
回
調
査
が
行
え
な
か

っ
た
チ
ボ
イ
周
辺
、
大
島
、
穴

間
周
辺

で
も
ウ
ミ
ス
ズ
メ
類
を
は
じ
あ
と
す

る
海
鳥
類
が

繁
殖
す
る
と
い
う
情
報
が
あ
り
、
今
後
の
調
査
が
望
ま
れ

る
。ま

た
六
月
二
六
日
に
国
後
島
と
色
丹
島
の
間
の
海
上
で

ハ
シ
ボ
ソ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
と

コ
オ
バ
シ
ギ
を
確
認
し
た
。

〈陸

鳥
〉

北
海
道
東
部

の
低
地
の
鳥
類
相
と
の
最
も
大
き
な
違
い

は
メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
が
色
丹
島
で
は
最
優
占
種
と
な

っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
色
丹
島
は
最
高
標
高
が
四
〇
〇

m
ほ

ど
で
あ
る
が
、
標
高
O

m
か
ら
針
葉
樹
林
が
有
れ
ば
ど
こ

に
で
も
生
息
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
鳥
は
北
海
道

で
は
知
床
山
脈

の
標
高
お
よ
そ

一
〇
〇
〇

m
の
針
葉
樹
林

帯
に
生
息
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
鳥
と
近
縁
の
セ

ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
と

エ
ゾ
ム
シ
ク
イ
は
北
海
道
で
は
多
く

見
ら
れ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
全
く
確
認
で
き
な
か

っ

た
。
北
海
道
東
部
の
低
地
樹
林

で
最
優
占
種
と
な

っ
て
い

る
ア
オ
ジ
は
分
布
範
囲
は
広
い
も
の
の
、
個
体
数
は
比
較

的
少
な
か

っ
た
。

色
丹
島
で
繁
殖
す
る
と
さ
れ
北
海
道
東
部
で
は
見
ら
れ

な
い
、

シ
マ
ゴ

マ
に
関
し
て
は
、
今
回
確
認
す
る
こ
と
が

出
来
な
か

っ
た
。

日
本
全
国
で
普
通
に
見
ら
れ
る
ト
ビ
は
非
常
に
少
な
く

今
回
確
認
で
き
た
ノ
ト
ロ
に
の
み
生
息
す
る
と
い
う
情
報

が
得
ら
れ
た
。

今
回
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
が
ノ
ト
ロ
湾
に
シ
マ
フ
ク

ロ
ウ
が
生
息
す
る
と
い
う
情
報
が
地
元
保
護
区
の
職
員
よ

り
得
ら
れ
た
。

斜古丹山

調
査
日
程
と
各
調
査
地
の
概
要

〈穴
問
沖
〉

六
月
二
六
日
穴
間
入
港
直
前
に
穴
問
湾
の
西
の
海
岸
沿

い
を
通
過
し
た
。
穴
間
湾
の
外
側
の
海
岸
線
は
断
崖
が
続

き
、
そ
の
下
の
崩
落
地
で
ケ
イ

マ
フ
リ
が
繁
殖
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
ウ
ト
ウ
、

エ
ト
ピ
リ
カ
は
、
穴
間
湾

外
側
の
西
に
あ
る
小
島
で
繁
殖
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

霧
は
な
く
視
界
は
良
好
だ

っ
た
。

ケ
イ

マ
フ
リ

約
三
〇
羽

ウ
ト
ウ

六
羽

エ
ト
ピ
リ
カ

三
羽

〈穴

間
〉

色
丹
島
に
到
着
し
た
六
月
二
六
日
と
、
調
査
出
発
の
翌

日
二
七
日
及
び
調
査
よ
り
戻

っ
た
七
月
二
日
と
翌
日
の
三

日
に
色
丹
島
穴
間
に
滞
在
し
、
そ
こ
で
出
現
し
た
鳥
類
を

そ
の
つ
ど
記
録
し
た
。
ラ
イ
ン
セ
ン
サ
ス
等
の
特
別
な
調

査
は
行
わ
な
か
っ
た
。

〈穴
問
ー
エ
イ
タ
ン
ノ
ッ
ト
崎
〉

六
月
二
七
日
七
時
四
〇
分
穴
間
を
出
航
後

エ
イ
タ
ン
ノ
ッ

ト
崎
に
向
か
う
途
中
船
場
よ
り
海
上
カ
ウ
ン
ト
を
行

っ
た
。

穴
間
か
ら

エ
イ
タ
ン
ノ
ッ
ト
崎
の
海
上
は
濃
霧

で
視
界
が

五
〇
1

一
〇
〇

m
ほ
ど
し
か
な
か

っ
た
た
め
、
十
分
な
調

査
が
行
え
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
以
下
出
現
鳥
類
と
そ

の
個
体
数
。

フ
ル
マ
カ
モ
メ

四
羽

チ

シ

マ
ウ
カ

ラ

ス

オ
オ

セ
グ

ロ
カ

モ

メ

ゥ

ミ
カ

ラ

ス

ウ

ト

ウ

エ
ト
ピ

リ
カ

一
羽

一
羽

〈
エ
イ

タ

ン
ノ

ッ
ト
崎

〉

エ
イ

タ

ン
ノ

ッ
ト
崎

周

辺

も

濃

霧

で
あ

っ
た
が

、

ゴ

ム

ボ

ー

ト

で
海

鳥

類

の
繁

殖

地

へ
向

か

っ
た
。

こ

こ

に

は
上

陸

可

能

な

岩

礁

が

無

い
た

め

ゴ

ム
ボ

ー
ト
上

か

ら

の
目

視

調
査

の

み
を

行

っ
た

。

こ

こ

で

の
優

占
種

は

オ

オ

セ
グ

ロ
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カ
モ
メ
で
あ
り
二
⊥

二
〇
〇
羽
が
確
認
さ
れ

た
。
ま
た
ウ

ミ
ウ
の
巣
が
十
巣
、
チ
シ
マ
ウ
ガ
ラ
ス
の
巣
が
三
五
巣
見

つ
か

っ
た
。
上
陸
で
き
な
か

っ
た
の
で
ケ
イ

マ
フ
リ
、

エ

ト
ピ
リ
カ
、
ウ
ト
ウ
の
繁
殖
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
が
、

周
辺
海
域
で
姿
を
見
る
こ
と
は
出
来
た
の
で
繁
殖
し
て
い

る
可
能
性
は
高
い
。
周
辺
海
域
で
確
認
さ
れ
た
鳥
類
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

ウ

ミ

ウ

チ

シ

マ
ウ

ガ

ラ

ス

オ

オ

セ

グ

ロ
カ

モ
メ

ゥ

ミ

カ

ラ

ス

ケ

イ

マ
フ
リ

ウ

ト

ウ

エ

ト

ピ

リ

カ

約
十
巣

約
八
○
羽

三
五
巣

二
⊥

二
〇
〇
羽

一
羽

約
二
〇
羽

確
認
は
出
来
た
が
、
カ
ウ
ン
ト

で
き
ず
。

濃
霧
の
た
め
カ
ウ
ン
ト
で
き
ず
。

二
⊥

二
〇
番
が
繁
殖
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

〈
エ
イ

タ

ン
ノ

ッ
ト
崎

ー

ト
イ

ロ
〉

こ

の
区

間

で
も

海

上

カ

ウ

ン
ト

を

行

っ
た

が

、
濃

霧

の

た

め

視

界

が

五

〇

1

一
〇

〇

m
し

か

な

か

っ
た
。

こ

の
区

間

に

は
今

回

調

査

出

来

な

か

っ
た

チ
ボ

イ

沖

の
離
島

に

ウ

ミ

ス
ズ

メ
類

の
繁

殖

コ

ロ

ニ
ー
が

あ

る

。

周

辺

海
域

で
確

認

さ

れ

た
鳥

類

は
以

下

の
通

り

で
あ

る

。

フ
ル

マ
カ

モ

メ

オ

オ

セ
グ

ロ
カ

モ
メ

ウ

ミ

ス
ズ

メ

六

羽

ウ

ト

ウ

ニ
五

羽

エ
ト

ピ

リ

カ

三

〇

羽

〈
ト
イ

ロ
〉

六
月
二
七
日
の
午
後
と
翌
二
八
日
の
午
前
中
に
ト
イ

ロ

対

岸

の

ウ

ミ

ス
ズ

メ
島

に
上

陸

し
海

鳥

コ

ロ

ニ
ー

の
調

査

に
あ

た

っ
た
。

こ

こ

で
繁

殖

が

確

認

さ

れ

た

の

は

コ
シ
ジ

ロ
ウ

ミ

ツ
バ

メ
、

オ

オ

セ
グ

ロ
カ

モ

メ
、

ウ

ミ

ス
ズ

メ

の

三

種

の

み

で
あ

っ
た
が

、

ケ

イ

マ

フ
リ

と

エ
ト

ピ

リ

カ
も

巣

へ
の
出

入

り

が
確

認

さ

れ

た

た
め

繁

殖

す

る
も

の
と

考

え
ら

れ

る
。

こ

こ

で

の

ウ

ミ

ス
ズ

メ

の
繁

殖

確

認

は
北

方

四
島

全

体

で
戦

後

初

め

て

で
あ

り
、

ハ

マ

ニ

ン

ニ
ク
と

ス

ゲ

の
優

先

す

る
緩

斜

面

で
二

巣

が

抱

卵

中

(
二
巣

と

も

二

卵

)

で
他

に
発

育

の
進

ん

で

い
な

い
放

棄

卵

が

、

二
巣

で

計

三

卵

見

つ
か

っ
た
。

抱

卵

中

の
成

鳥

二
羽

に

は
環

境

庁

リ

ン
グ

を

装

着

し

た
。

ま

た

使

わ

れ

て

い
な

い

ウ

ミ

ス
ズ

メ

の
も

の

と
思

わ
れ

る
巣

穴

が

多

数

発

見

さ
れ

た

。

ま

た

ウ

ミ

ス
ズ

メ

の
も

の
と

思

わ

れ

る
巣

で

コ
シ
ジ

ロ
ウ

ミ

ツ

バ

メ

の
抱

卵

が
確

認

さ
れ

た

。

エ
ト

ピ

リ

カ

の
も

の
と
考

え

ら

れ

る
巣

穴

は
、

今

回

の
調

査

中

こ

の
島

で

の
み

緩

斜

面

で
も

確

認

さ

れ

た
。

オ
オ

セ
グ

ロ
カ

モ

メ
は

わ

ず

か

に

卵

と
巣

が
見

つ
か

っ
た
が

後

日

こ

の
島

の
対

岸

の

ト
イ

ロ

の
海

岸

で

た

き
火

の
跡

と

と

も

に
卵

殻

が

見

つ
か

っ
て
お

り
、

人

が
上

陸

し

て
卵

を

採

集

し

た

た
め

繁

殖

に
失

敗

し

た

と
考

え

ら

れ

た
。

ト

イ

ロ
沖

に

は

い
く

つ
も

の
岩

礁

が

あ

る
が

、

ト
イ

ロ

よ

り
西

の

ニ

ヵ
所

の
岩

礁

で

チ

シ

マ
ウ
ガ

ラ

ス
四

五
巣

、

ウ

ミ

ウ
約

十

巣

が
確

認

さ

れ

た

。

ウ

ミ

ス
ズ

メ
島

以
外

に

も

う

一
ヵ
所

ト

イ

ロ
の
東

に
あ

る

小

島

(
仮

称

ト

イ

ロ
東

島

)

に
も

上

陸

可

能

で
あ

っ
た

が

、

島

の
上
部

に
行

く

こ

と

は

で

き

な

か

っ
た
。

こ

の
島

の
外

周

の
断
崖

で

エ
ト

ピ

リ

カ

と

ケ

イ

マ

フ
リ

の
巣

穴

へ
の
出

入

り

が

見

ら

れ

た
。

.

こ
の
島

の
周

辺
海

上

で

は

エ
ト
ピ

リ

カ
三

一
羽

を
確

認

し

た
。

こ

の
島

も
含

め

上

部

の
植

生

が

ハ

マ

ニ
ン

ニ
ク

の
優

先

す

る
草

地

に

な

っ
て

い
る

岩

礁

が

い
く

つ
か
存

在

す

る

の

で
、

そ

こ

で
は

ウ

ミ

ス
ズ

メ
類

が

繁

殖

し

て

い
る

と
考

え

ら

れ

る
。

六
月
二
八
日
早
朝

に
ト
イ

ロ
に
上
陸
し
キ
ャ
ン
プ
泊
を

行
い
、
周
辺
を
散
策
し
生
息
鳥
類
の
調
査
を
行

っ
た
。
ま

た
カ
ス
ミ
網
を
張
り
、

シ
マ
セ
ン
ニ
ュ
ウ
成
鳥
二
羽
を
捕

獲
し
、
環
境
庁
リ
ン
グ
を
装
着
し
た
。
ト
イ

ロ
を
は
じ
め

と
す
る
色
丹
島
南
岸
の
植
生
は
草
本
類
に
関
し
て
は
根
室

市
の
太
平
洋
岸
の
植
生
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
木
本
に
関

し
て
は
、
ヤ
ナ
ギ
、
ナ
ラ
、

ニ
レ
の
類
が
無
く
、
針
葉
樹

と

ハ
ン
ノ
キ
類
が
優
先
し
て
い
る
。

〈
イ

ネ

モ

シ
リ
湾

鴨

島

〉

六

月

二

八

日

と
七

月

一
日

に

二
回

イ

ネ

モ

シ
リ
湾

の
鴨

島

に
上

陸

し
海

鳥

コ

ロ

ニ
ー

の
調

査

を

行

っ
た
。

ハ

マ

ニ

ン

ニ
ク
と

ア
ザ

ミ

の

一
種

が
優

先

す

る
緩

斜

面

に

は

ウ

ト

ウ

の
巣

穴

が
多

数

見

ら
れ

た
。

エ
ト
ピ

リ

カ

の
出

入

り

し

て

い
る

巣

穴

は

す

べ
て
島

の
外

周

部

の
断
崖

に
あ

っ
た

。

ま

た

ケ
イ

マ
フ
リ

の
巣

穴

へ
の
出

入

り

も
確

認

で
き

た

。

周

辺

海

域

で
確

認

さ
れ

た
鳥

類

は
以

下

の
通

り

で
あ

る

。

ウ

ミ

ウ

シ

ノ

リ

ガ

モ

ケ

イ

マ

フ

リ

ウ

ト

ウ

エ

ト

ピ

リ

カ

十
巣

四
羽

約
三
〇
羽

約
二
〇
羽

約
七
五
羽

〈
イ
ネ
モ
シ
リ
〉

六
月
二
八
日
の
午
後
に
ト
イ
ロ
よ
り
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
イ

ネ
モ
シ
リ
に
上
陸
し
短
時
間
な
が
ら
陸
鳥
も
観
察
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
イ
ネ
モ
シ
リ
湾
に
あ
る
も
う

一
つ
の
島

で

あ
る
ゴ
メ
島
は
キ
ッ
ネ
が
渡
れ
る
た
め
海
鳥
は
ほ
と
ん
ど

繁
殖
し
て
い
な
い
と
い
う
情
報
が
得
ら
れ
た
た
あ
、
今
回

は
調
査
を
行
わ
な
か

っ
た
。
ま
た
遠
目
に
も
こ
の
島
の
周

辺
は
明
ら
か
に
海
鳥
の
姿
が
少
な
か

っ
た
。
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松が浜湾

〈松
が
浜
湾
鴨
島
〉

松
が
浜
湾
周
辺
は
色
丹
島
で
唯

一
グ
イ
マ
ッ

(
シ
コ
タ

ン
カ
ラ
マ
ッ
)
が
自
生
し
て
お
り
、
戦
前
は
色
丹
島
随

一

の
景
観
地
と
し
て
有
名

で
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
小
島
と
鴨
島
と
い
う
二

つ
の
島
が
あ
る
が
、
六
月
三

〇
日
に
海
鳥

コ
ロ
ニ
ー
と
な

っ
て
い
る
鴨
島

(標
高
五
〇

m
)
に
の
み
上
陸
し
調
査
を
行

っ
た
。
こ
の
島
の
上
部
は

ハ
マ
ニ
ン
ニ
ク
の
優
先
す
る
緩
斜
面
と
な

っ
て
お
り

一
面

ウ
ミ
ス
ズ
メ
類
の
巣
穴
が
存
在
し
て
い
た
が
、
上
部
で
は

エ
ト
ピ
リ
カ
を
全
く
見
る
こ
と
が
出
来
ず
、
上
空
を
通
過

す
る
個
体
も
い
な
い
こ
と
、
巣
穴
に
い
る
ウ
ト
ウ
の
ヒ
ナ

を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
全
部

が
ウ
ト
ウ
の
巣
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

エ
ト
ピ
リ
カ
が

出
入
り
し
て
い
る
巣
穴
は
島
の
外
周
の
断
崖

に
の
み
存
在

し
て
い
た
。
周
辺
海
域
で
確
認
さ
れ
た
鳥
類

は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

ウ
ミ
ウ

ニ
五
羽

約
十
巣

オ
ジ

ロ
ワ
シ

成
鳥
二
羽
、
幼
鳥

一
羽

ケ

イ

マ

フ

リ

ウ

ト

ウ

エ

ト

ピ

リ

カ

約

一
ヒ
○
羽

約
五
〇
羽

た
だ
し
生
息
個
体
数
は

一
〇
〇
〇
〇
羽
以
上
と
思
わ
れ
る
。

約
二
五
〇
羽

〈
ノ
ト

ロ
〉

こ

こ

で

は

ロ
シ

ア

の
研

究
者

に
よ

っ
て
タ

ン
チ

ョ
ウ

の

生

息

確

認

が

さ
れ

て

い

る
た

め
、

七

月

一
日

に
ボ

ー

ト

で

ノ
ト

ロ
湾

の

ノ

ト

ロ
川

河

口
ま

で
入

っ
た
。

こ

こ

に
は
広

大

な

干

潟

と

ヨ
シ
原

が
広

が

り
、

タ

ン

チ

ョ
ウ

の
生

息

に

は
好

適

と

思

わ
れ

る

が
、

死

角

が
多

く

時

間

の
制

限

も

あ

り
個

体

確

認

は
出

来

な

か

っ
た
。

ま

た

北

海

道

東
部

の
湿

地

と

違

い

カ

モ
類

、

サ
ギ

類

が

全

く

見

ら

れ

な

か

っ
た

の

が
、

違

和

感

を

感

じ

た
。

周

辺

海
域

で
確

認

さ

れ

た
鳥

類

は
以

下

の
通

り

で
あ

る
。

ウ

ミ

ウ

ニ
六

羽

オ

オ

セ
グ

ロ
カ

モ

メ

ケ

イ

マ

フ
リ

ニ
羽

ク リ リス キ ー 自然 保 護 区 長 ・グ リゴ リエ フ 氏

(人物 一右)

感

想

今
回
の
専
門
家
交
流
で
は
我

々
鳥
類
班
の
目
的
は
色
丹

島
の
海
鳥
類
、
特
に
エ
ト
ピ
リ
カ
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
て

調
査
を
行
い
、
あ
わ
よ
く
ば
捕
獲
し
て
D
N
A
サ
ン
プ
ル

を
採
取
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
諸

事
情
に
よ
り
、
こ
れ
は
達
成
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
全

く
成
果
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
限
ら
れ
た
時
間
と
、

濃
霧
の
中
で
の
調
査
に
し
て
は
、
色
丹
島

の
海
鳥
分
布
と

個
体
数
の
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
は
出
来
た
。
こ
れ
は
今

後
の
調
査
の
指
標
と
し
非
常
に
有
益
な
も
の
と
な
る
だ
ろ

う
。
ま
た
色
丹
島
周
辺
の
海
鳥
類
の
繁
殖
状
況
は
、
数
十

年
前
の
北
海
道
東
部
の
状
況
に
非
常
に
近
く
、
そ
れ
を
推

定
す
る
た
め
に
も
今
後
も
継
続
的
な
調
査
が
必
要
で
あ
ろ

う
。た

だ
色
丹
島

に
お
い
て
も
人
為
的
な
影
響
が
無
い
わ
け

で
は
な
い
。
今
回
の
調
査
中
あ
ち
こ
ち
で
人
為
的
な
も
の

と
考
え
ら
れ
る
野
火
や
植
物
の
盗
掘
の
跡
が
あ

っ
た
。
ま

た
色
丹
島
周
辺
海
域
で
の
ウ
ニ
や
カ
ニ
、
サ
ケ
マ
ス
の
密

漁

の
問
題
も
あ
る
。
こ
の
密
漁
の
問
題
は
単
に
水
産
資
源

の
減
少
に
留
ま
ら
ず
、
密
猟
者
の
食
料
と
し
て
の
海
鳥
類

や
そ
の
卵

の
採
集

に
も

つ
な
が
る
。
色
丹
島
の
南
岸
は
自

然
保
護
区
と
な

っ
て
お
り

一
切
の
水
産
物
の
捕
獲
は
出
来

な
い
が
、
そ
れ
を
海
上
で
取
り
締
ま
る
だ
け
の
装
備
が
自

然
保
護
区
に
は
無
い
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
今
後

こ
の
地
域

の
自
然
環
境
の
保
全
を
考
え
て
い
く
上
で
ロ
シ

ア
と
日
本

の
協
力
体
制
の
確
立
が
早
急
な
課
題
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

最
後

に
今
回
こ
の
訪
問
団
に
参
加
す
る
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ

っ
た
北
海
道
新
聞
社
並
び
に
北
海
道
放
送
局
、
煩

わ
し
い
作
業
を
こ
な
し
て
い
た
だ
い
た
事
務
局
の
方
々
、

我
々
を
暖
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
色
丹
島
住
民
の
皆
様

に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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